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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年2月26日(2015.2.26)

【公表番号】特表2014-507205(P2014-507205A)
【公表日】平成26年3月27日(2014.3.27)
【年通号数】公開・登録公報2014-016
【出願番号】特願2013-548893(P2013-548893)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月7日(2015.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　汚染された支持体の洗浄方法で、非重合体の固形粒状洗剤および洗浄水で支持体を処理
する工程を含んでなる方法であって、前記処理が、孔あき側壁を含んでなるドラムを含み
、また洗濯物中の布地１ｋｇ当り５～５０リッター間の容量をもつ装置内で実施され、前
記の固形粒状洗剤が０．１：１～１０：１質量の粒子：布地の添加レベルで複数の非重合
体粒子を含み、前記粒子がそれぞれ、実質的に円筒形または球形の形状をもち、また３．
５～１２．０ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度および５～２７５ｍｍ3の範囲の平均容量をもち
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、そして孔あき側壁を含んでなる前記ドラムが０．０５～９００Ｇの範囲のＧ力を形成す
る速度で回転される、方法。
【請求項２】
　前記非重合体粒子のそれぞれが、５．０～１０．０ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度を有す
る、請求項１に記載される方法。
【請求項３】
　非重合体の粒子がガラス、シリカ、石、木材、またはあらゆる様々な金属もしくはセラ
ミック物質の粒子を含み、金属が亜鉛、チタン、クロム、マンガン、鉄、コバルト、ニッ
ケル、銅、タングステン、アルミニウム、錫および鉛、並びにそれらの合金から任意選択
で選択され、セラミック物質がアルミナ、ジルコニア、炭化タングステン、炭化ケイ素お
よび窒化ケイ素から任意選択で選択される、請求項１に記載される方法。
【請求項４】
　固形粒状洗剤が更に、複数の重合体粒子を含み、前記粒子がそれぞれ、実質的に円筒形
または球形の形状をもち、また０．５～２．５ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度および５～２
７５ｍｍ3の範囲の平均容量をもち、
　前記重合体粒子が任意選択で発泡重合体物質又は非発泡重合体物質を含み、及び／又は
、前記重合体粒子が任意選択で線状重合体又は架橋重合体を含み、そして、
　前記重合体粒子がポリアルケン、ポリアミド、ポリエステルまたはポリウレタンのビー
ズを任意選択で含み、
　前記ポリアミドがＮｙｌｏｎ　６またはＮｙｌｏｎ　６，６を任意選択で含み、任意選
択で５０００～３００００ドルトンの範囲の分子量を有するＮｙｌｏｎ　６，６ホモポリ
マーを含み、そして
　前記ポリエステルがポリエチレン・テレフタレートまたはポリブチレン・テレフタレー
トを任意選択で含んでなる、請求項１～３のいずれか１項に記載される方法。
【請求項５】
　前記非重合体粒子対前記重合体粒子の比率が９９．９％：０．１％～０．１％：９９．
９％であり、任意選択で９０．０％：１０．０％～２５．０％：７５．０％であり、任意
選択で８５．０％：１５．０％～４０．０％：６０．０％である、請求項４に記載される
方法。
【請求項６】
　前記固形粒状洗剤に含まれる粒子が円筒形であり、またその断面の主軸の長さが２．０
～６．０ｍｍの範囲内にあり、断面の短軸の長さが１．３～５．０ｍｍの範囲内にある楕
円形の断面をもち、又は、前記固形粒状洗剤に含まれる粒子が円筒形であり、またその断
面の直径が１．３～６．０ｍｍの範囲内にある円形の断面をもち、そして、任意選択で前
記粒子の長さが１．５～６．０ｍｍの範囲内にある、請求項１～５のいずれか１項に記載
される方法。
【請求項７】
　前記固形粒状洗剤に含まれる粒子が球形であり、またその粒径が２．０～８．０ｍｍの
範囲内にあり、任意選択で前記粒子が完全な球ではなく、またその粒径が２．２～５．５
ｍｍの範囲内にあり、又は、任意選択で前記粒子が完全な球であり、またその粒径が３．
０～７．０ｍｍの範囲内にある、請求項１～５のいずれか１項に記載される方法。
【請求項８】
　前記固形粒状洗剤が、固体構造又は中空構造をもつ粒子を含んでなる、請求項１～７の
いずれか１項に記載される方法。
【請求項９】
　前記非重合体粒子が被覆された非重合体粒子を含み、任意選択で該非重合体粒子が、非
重合体のコア物質および重合体物質の被覆を有するシェルを含み、任意選択で該コアが鋼
のコアを含み、また任意選択で該シェルがナイロンの被覆を有する、請求項１～８のいず
れか１項に記載される方法。
【請求項１０】
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　孔あき側壁を含んでなるドラムが、回転可能に取り付けられた円筒形ケージを含み、任
意選択で前記装置が前記固形粒状洗剤の循環を促進するように構成された循環手段を含み
、任意選択で該方法が９５℃を超えない温度で、任意選択で７５℃を超えない温度で、任
意選択で５～４０℃の範囲内にある温度で、実施される、請求項１～９のいずれか１項に
記載される方法。
【請求項１１】
　洗浄工程の完了時に支持体から固形粒状洗剤を分離する工程、前記固形粒状洗剤を回収
する工程およびその後の洗浄において前記洗剤を再使用する工程をさらに含み、任意選択
で、分離および回収後に、前記固形粒状洗剤が再使用の前に洗浄作業にかけられる、請求
項１～１０のいずれか１項に記載される方法。
【請求項１２】
　前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが、ハウジングおよび、前記円筒形ケージ
の内部へのアクセスを許すアクセス手段、を含んでなる洗浄装置に含まれ、該装置が、任
意選択で以下の特徴の少なくとも１つを有する方法であって、
（ａ）前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが前記ケージより大きい口径をもつ回
転可能に取り付けられた円筒形ドラム内に同軸に配置され、前記ケージと前記ドラムが、
前記の回転可能に取り付けられたドラムより大きい口径をもつ固定された円筒形ドラム内
に同軸に配置され、また前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージと前記の回転可能に
取り付けられた円筒形ドラムが独立して回転するように構成されている、
（ｂ）前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが、前記円筒形ケージに隣接して配置
された第２室をも含んでなる前記ハウジング手段内の第１の室内に取り付けられており、
そして、前記装置が、任意選択で、更に、少なくとも一つの再循環手段および複数の送達
手段を含み、及び／又は、任意選択で、更に、前記回転可能に取り付けられた円筒形ケー
ジの円筒形側壁の外面に、取り外し可能に取り付けられ並びに、前記ケージの内部からの
流体および固形粒状物質の侵入または排出を妨げるように構成されているシール手段を含
み、又は、ポンプ手段を含み、また前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージが孔あき
側壁を含んでなるドラムを含み、前記側壁の表面積の６０％までが孔を含み、そして前記
の孔が２５．０ｍｍを超えない口径をもつ孔を含み、
　そして、任意選択で前記アクセス手段が、円筒形ケージの内部へのアクセスを許すため
に開けることができ、また実質的にシールされたシステムを提供するために閉じることが
できる、ハウジング内に取り付けられたヒンジ付きドアを含んでなる、請求項１０又は１
１に記載される方法。
【請求項１３】
　（ａ）洗浄；
　（ｂ）過剰水の第１の脱水；
　（ｃ）固形粒状洗剤の粒子の第１の分離；
　（ｄ）すすぎ；
　（ｅ）過剰水の第２の脱水；
　（ｆ）場合により、少なくとも１回、工程（ｄ）と（ｅ）を反復する工程；および
　（ｇ）固形粒状洗剤の粒子の第２の分離：
の工程を連続して実施する工程を含んでなる、請求項１～１２のいずれか１項に記載され
る方法であって、
　工程（ｄ）および（ｅ）が、任意選択で１０回まで反復され、
　任意選択で、前記洗浄工程が０．０５～０．９５Ｇ間で実施され、すすぎ水が同様な条
件下で添加され、次に５．５～３５０Ｇの、より高いＧ力下で脱水され、そして、布地か
らの粒子の前記分離が０．０５～０．９５Ｇ下で実施される、該方法。
【請求項１４】
　洗浄サイクルが、
（ｉ）回転可能に取り付けられた円筒形ケージを含んでなる装置の第２室内に固形粒状洗
剤と水を導入する、
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（ｉｉ）前記固形粒状洗剤と水を撹拌する、
（ｉｉｉ）アクセス手段を介して前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に少なく
とも一つの汚れた支持体を充填する、
（ｉｖ）実質的にシールされたシステムを提供するように、アクセス手段を閉鎖する、
（ｖ）支持体を均一に湿らせるために、洗浄水とあらゆる必要な更なる洗浄剤を導入しな
がら、回転可能に取り付けられた円筒形ケージを回転させる、
（ｖｉ）前記回転可能に取り付けられた円筒形ケージ中に前記固形粒状洗剤と水を導入し
、そして装置を洗浄サイクルのために操作し、そこで前記回転可能に取り付けられた円筒
形ケージは回転し続け、また流体および固形粒状洗剤は制御された方法で、前記の回転可
能に取り付けられた円筒形ケージの孔を通して、第２室内に落下させられる、
（ｖｉｉ）新鮮な固形粒状洗剤を移動し、また使用済み固形粒状洗剤を分離手段に再循環
するように、ポンプ手段を操作する、
（ｖｉｉｉ）前記新鮮な、および再循環された固形粒状洗剤を、制御された方法で前記回
転可能に取り付けられた円筒形ケージに添加するように、制御手段を操作する、並びに
（ｉｘ）汚れた支持体の洗浄を実施するために、必要に応じて工程（ｖｉ）、（ｖｉｉ）
および（ｖｉｉｉ）を継続する：
工程を含んでなる、請求項１０～１３のいずれか１項に記載される方法。
【請求項１５】
　少なくとも一つの更なる洗浄剤が使用され、
　前記少なくとも一つの更なる洗浄剤が、任意選択で、水と前以て混合され、そして、再
循環手段を介する孔あき側壁を含んでなる前記ドラム内への前記固形粒状洗剤と水の導入
期間中に、分離手段により、孔あき側壁を含んでなる前記ドラムに添加され、
　前記少なくとも一つの更なる洗浄剤が、任意選択で、洗浄成分および後処理成分を含ん
でなる洗剤組成物を含み、
　前記洗浄成分が、任意選択で、界面活性剤、酵素および漂白剤から選択され、そして
　前記後処理成分が、任意選択で、再沈殿防止添加剤、香料および光学的光沢剤の成分か
ら選択される、請求項１～１４のいずれか１項に記載される方法。
【請求項１６】
　固形粒状洗浄組成物および少なくとも一つの更なる洗浄剤を含み、前記固形粒状洗剤が
複数の非重合体粒子を含んでなる、洗浄組成物であって、前記粒子はそれぞれ、実質的に
円筒形または球形の形状をもち、また、３．５～１２．０ｇ／ｃｍ3の範囲の平均密度お
よび５～２７５ｍｍ3の範囲の平均容量をもち、
　前記非重合体粒子が任意選択でガラス、シリカ、石、木材、またはあらゆる様々な金属
もしくはセラミック物質の粒子を含み、前記金属が任意選択で亜鉛、チタン、クロム、マ
ンガン、鉄、コバルト、ニッケル、銅、タングステン、アルミニウム、錫および鉛、並び
にそれらの合金から選択され、前記セラミック物質が任意選択でアルミナ、ジルコニア、
炭化タングステン、炭化ケイ素および窒化ケイ素から選択され、
　前記固形粒状洗剤が、任意選択で、更に、複数の重合体粒子を含み、前記重合体粒子が
、任意選択で、発泡または非発泡重合体物質、又は、線状または架橋重合体から選択され
、そして、前記重合体粒子が任意選択でポリアルケン、ポリアミド、ポリエステルまたは
ポリウレタンのビーズを含み、
　前記少なくとも一つの更なる洗浄剤が任意選択で少なくとも一つの洗剤組成物を含み、
そして、前記固形粒状洗剤が任意選択で固体または中空構造をもつ粒子を含み、前記非重
合体粒子が被覆された非重合体粒子を含み、該非重合体粒子が、任意選択で、非重合体の
コア物質及び重合体物質の被覆を有するシェルを含み、任意選択で、前記コアが鋼のコア
を含み、またシェルがナイロンの被覆を有する、
該洗浄組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　固形粒状洗剤の作用と組み合わせた、適切なＧ力の形成が、汚れた支持体上に適切なレ
ベルの機械的作用を達成するための重要な因子である。Ｇはドラムサイズとドラムの回転
速度の関数であり、また具体的には、洗濯物の静止重量に対するケージの内面において形
成される求心力の比率である。従って、質量Ｍ（ｋｇ）の洗濯物およびケージの瞬間接線
速度ｖ（ｍ／ｓ）を伴う、Ｒ（ｒｐｍ）で回転する内径ｒ（ｍ）のケージに対し、また、
ｇを９．８１ｍ／ｓ2の重力による加速度と考えると：
　　　　　　求心力＝Ｍｖ2／ｒ
　　　　　　洗濯物の静止重量＝Ｍｇ
　　　　　　ｖ＝２πｒＲ／６０
　　　従って、Ｇ＝４π2ｒ2Ｒ2／３６００ｒｇ＝４π2ｒＲ2／３６００ｇ＝１．１１８
×１０-3ｒＲ2

通常は、この場合のように、ｒがメーターでなくセンチメーターで表される時は、：
　　　　　　Ｇ＝１．１１８×１０-5ｒＲ2

従って、８００ｒｐｍで回転している半径４９ｃｍのドラムに対して、Ｇ＝３５０．６で
ある。
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